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□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て
（
平
成
26
年
度
芳
賀
町

一
般
会
計
）

内
容
　
平
成
26
年
度
に
お
い
て
繰
越

明
許
費
の
議
決
さ
れ
た
も
の
を
平
成

27
年
度
に
繰
り
越
し
た
こ
と
を
報
告

す
る
も
の
。

︵
質
疑
な
し
︶

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業
公
社

の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出
に

つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会
社
の
経

営
状
況
説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

内
容
　
地
方
自
治
法
第
２４3
条
の
３

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
両
法
人
の

経
営
状
況
に
つ
い
て
、
同
法
施
行
令

第
1７3
条
第
１
項
に
規
定
す
る
両
法
人

の
経
営
状
況
を
説
明
す
る
た
め
、
平

成
27
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
を

報
告
す
る
も
の
。

質
疑
　
水
沼　

孝
夫
議
員

　
　
　

 

小
林　

一
男
議
員

□
芳
賀
町
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容
　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
公

６月定例会の概要
　６月定例会を、６月８日から６月１１日までの４日間の会期で開きました。　　　　　　　　　　　

　第１日目は、提出された全議案を上程し、町長の提案理由の説明を聞きました。また選

挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行い、同意案件を採決しました。　　　　　　　　

　第２日目は、休会とし、第３日目に一般質問を行いました。一般質問では５人の議員が登壇し、

５月１８日に町長に就任した見目町長の町政運営についての考え方や食肉センター、ほ場整備、介

護施設整備、健康づくり、人口ビジョンなど町政の各分野について質問を行いました。　　　　　

　第４日目は、報告案件について質疑を行い、その他の議案については質疑・討論・採決を行いま

した。また追加議案として提出された同意案件についても採決し、閉会しました。　　　　　　

条例制定・一般会計補正予算などの議案を可決

報
　
告

条
例
制
定
・
一
部
改
正

務
に
お
い
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
職
員
の
継
続
的
な
勤
務
を
促

進
す
る
た
め
、
職
員
が
外
国
で
勤
務

等
を
す
る
配
偶
者
と
生
活
を
共
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
休
業
制
度
を
国
家

公
務
員
に
準
じ
て
新
た
に
制
定
す
る

も
の
。

　

勤
務
等
の
事
由
に
よ
り
、
外
国
に

滞
在
す
る
配
偶
者
に
同
行
を
希
望
す

る
職
員
に
対
し
て
、
公
務
の
運
営
に

支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
３

年
を
超
え
な
い
範
囲
で
休
業
を
承
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

︵
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
︶

□
芳
賀
町
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容
　
平
成
16
年
４
月
の
祖
母
井
南

部
地
区
計
画
の
決
定
に
伴
い
、
そ
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
行
為
等
に
対

す
る
制
限
の
た
め
に
定
め
た
本
条
例

に
つ
い
て
、
地
区
計
画
の
内
容
の
一

部
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
。

主
な
改
正
点

商
業
・
業
務
施
設
の

立
地
を
誘
致
し
て
き
た
バ
イ
パ
ス
沿

道
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、
一
部
の
街
区

で
戸
建
住
宅
や
共
同
住
宅
が
中
心
と

な
る
建
物
利
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
現
況
に
即
し
て
当
該
街

区
の
建
築
物
の
用
途
制
限
及
び
敷
地

面
積
の
最
低
基
準
を
一
般
住
居
ゾ
ー

ン
と
同
様
の
制
限
に
変
更
す
る
も
の
。

︵
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
︶

□
芳
賀
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

内
容
　
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
家

庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
平
成
₂₇
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

主
な
改
正
点

１
人
に
限
り
保
育
士

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
職
種
に
准

看
護
師
を
追
加
す
る
も
の
。

︵
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
︶ ▲バイパス沿道ゾーン
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▲社会保障、税番号制度
ロゴマーク「マイナちゃん」

補
正
予
算

選
　
挙

選
任
同
意

□
平
成
27
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

内
容
　
総
額
に
２
、
３
５
２
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
78
億
52
万

円
と
す
る
も
の
。

︵
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
︶

□
芳
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

芳
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
が
平
成
₂₇
年
６
月
₁₆
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

６
月
８
日
の
本
会
議
に
お
い
て
指
名

推
選
に
よ
る
選
挙
を
行
い
、
次
の
方

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

委　

員

　

戸
田　
　

実
︵
下
高
根
沢
︶

　

髙
久　

典
男
︵
祖
母
井
︶

　

菊
地　

一
夫
︵
芳
志
戸
︶

　

菅
谷　

恵
一
︵
西
高
橋
︶

補
充
員

　

井
本　

恵
子
︵
東
水
沼
︶

　

中
村　

信
行
︵
下
高
根
沢
︶

　

手
塚　

利
夫
︵
下
延
生
︶

　

熊
谷　
　

茂
︵
与
能
︶

　

６
月
₂₂
日
に
選
挙
管
理
委
員
が
行

わ
れ
、
委
員
長
に
戸
田
実
氏
、
職
務

代
理
者
に
髙
久
典
男
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
補
充
員
は
選
挙
管
理
委
員

に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
、
井
本
恵

子
氏
か
ら
順
次
補
充
さ
れ
ま
す
。

□
芳
賀
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　

平
成
₂₇
年
６
月
₃₀
日
付
け
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
小
林
操
氏
の
後

任
と
し
て
、
飯
塚
表は

る

男お

氏
︵
西
高

橋
︶
を
最
適
任
者
と
し
て
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

□
芳
賀
町
副
町
長
の
選
任
同
意
に
つ

い
て

　

議
会
定
例
会
最
終
日
の
６
月
₁₁
日

に
、
坪
川
前
副
町
長
の
後
任
と
し
て

上
野
哲
男
氏
︵
芳
志
戸
︶
を
副
町
長

に
選
任
す
る
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、

議
員
全
員
の
同
意
に
よ
り
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

▲かしの森公園

▲飯塚表男氏▲上野哲男氏

▲町ホームページ

■一般会計の主な補正予算項目
歳入

項　　　目 補正額
分担金及び負担金 都市計画調査費負担金 10,800,000 円

国庫支出金 社会保障・税番号制度システム整
備費 2,584,000 円

県支出金 コミュニティ助成事業助成金 10,400,000 円

繰入金 財政調整基金 △ 264,000 円

歳出
項　　　目 補正額

総務費 ホームページ管理システム改修に
かかる費用 994,000 円

土木費
食肉センター排水受入検討業務費 10,800,000 円

かしの森公園樹木伐採・整地費 1,326,000 円

教育費 稲毛田公民館建設に対するコミュ
ニティ助成事業補助金 10,400,000 円
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化
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

　

４
つ
の
陳
情
に
対
す
る
教
育
民
生

常
任
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
本
会

議
に
お
い
て
報
告
に
対
す
る
賛
否
の

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

採
択
さ
れ
た
「
国
の
責
任
に
よ
る

₃₅
人
以
下
学
級
の
前
進
」
を
も
と
め

る
陳
情
は
、
「
国
の
責
任
に
よ
る
₃₅

人
以
下
学
級
の
前
進
を
求
め
る
意
見

書
」
と
し
て
追
加
上
程
さ
れ
、
全
員

賛
成
で
採
択
し
、
関
係
大
臣
等
へ
提

出
し
ま
し
た
。

陳
　
情

　

全
栃
木
教
職
員
組
合
︵
宇
都
宮
市

兵
庫
塚
３
丁
目
３
の
₁₀
、
執
行
委
員

長 

篠
原　

章
彦
︶
か
ら
提
出
さ
れ

た
次
の
４
つ
の
陳
情
は
、
定
例
会
初

日
に
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
定
例
会

最
終
日
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

□
「
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学

級
の
前
進
」
を
も
と
め
る
陳
情

審
議
結
果
▽
　
採
択

委
員
の
意
見
▽
　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い

る
中
、
一
人
一
人
に
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
保
障
す
る
た
め
、
全
学
年
で

の
₃₅
人
以
下
学
級
を
実
施
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
、
採
択

す
べ
き
も
の
と
す
る
。

□
国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て
「
高

校
無
償
化
」
を
復
活
し
、
給
付
制

奨
学
金
の
確
立
を
も
と
め
る
陳
情

審
議
結
果
▽
　
不
採
択

委
員
の
意
見
▽
　
高
校
無
償
化
の
復

活
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学

ぶ
権
利
の
保
障
の
た
め
、
賛
同
す
べ

き
と
さ
れ
た
が
、
給
付
制
奨
学
金
の

確
立
に
つ
い
て
の
陳
情
の
趣
旨
は
、

財
源
の
確
保
な
ど
現
下
の
諸
事
情
を

あ
わ
せ
検
討
し
た
結
果
、
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
す
る
。

□
「
大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学
金
創

設
」
を
求
め
る
陳
情

審
議
結
果
▽
　
不
採
択

委
員
の
意
見
▽
　
財
源
の
確
保
な
ど 

現
下
の
諸
事
情
を
あ
わ
せ
検
討
し
た

結
果
、
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

□
特
別
支
援
学
校
の
「
設
置
基
準
」

策
定
を
国
に
求
め
る
陳
情

審
議
結
果
▽　

不
採
択

委
員
の
意
見
▽　

特
別
支
援
学
校
の

設
置
基
準
に
つ
い
て
は
、
県
が
設
け

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
動
向
が
具
現

議席
番号

案件名

議　員 　　

「大学生への給付
金制奨学金創設」
を求める陳情

特別支援学校の
「設置基準」策定
を国に求める陳情

1 岡 田 × ×
2 大根田（周） × ×
3 大根田（弘） × ×
4 水 沼 × 〇
5 北 條 × ×
6 小林（一） 〇 ×
7 石 川 × ×
8 小 林（ 俊 ） × ×
9 岩 村 × ×
10 杉 田 × ×
11 小林（隆） × ×
12 小林（信） × ×
13 大 島 × ×
14 増 渕 ― ―

採 決 結 果 不採択 不採択
※賛否が分かれた案件のみを公表しています。〇賛成　×反対　
※議長は採決に加わりません。

■第３回定例会の採決結果

12 

小
林（
信
）

13 

大　

島

14 

増　

渕

11 

小
林（
隆
）

６ 

小
林（
一
）

７ 

石　

川

９ 

岩　

村

10 

杉　

田

８ 

小
林（
俊
）

１ 

岡　

田

２ 

大
根
田（
周
）

４ 

水　

沼

５ 

北　

條

３ 

大
根
田（
弘
）

水

10
杉

２
大
根

大
根

※数字は議席の番号です。


